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(54)【発明の名称】 液晶表示素子

(57)【要約】
【課題】電極同士の短絡による表示欠陥の発生を無く
し、歩留り良く製造することができる内面反射型の単純
マトリックス液晶表示素子を提供する。
【解決手段】液晶層２１を挟んで対向する一対の基板の
うち、前側基板２２の内面に、複数の画素領域にそれぞ
れ対応する複数の色のカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，
２６Ｂを設け、その上に透明導電膜からなる複数の走査
電極２４を設けるとともに、後側基板２３の内面に、光
反射性金属膜からなる複数の信号電極２５を設け、これ
らの信号電極２５に反射膜を兼ねさせた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶層を挟んで対向する前後一対の基板の
一方の内面に、行方向に沿う複数の走査電極が設けら
れ、他方の基板の内面に、列方向に沿う複数の信号電極
が設けられるとともに、前記一対の基板のうち、表示の
観察側である前側の基板の内面に、前記複数の走査電極
と前記複数の信号電極とが互いに対向する複数の画素領
域にそれぞれ対応させて複数の色のカラーフィルタが設
けられ、前記複数の走査電極と信号電極とのうち、後側
の基板の内面に設けられる複数の電極がそれぞれ光反射
性金属膜により形成されていることを特徴とする液晶表
示素子。
【請求項２】前側の基板の内面に設けられた複数の電極
は、前記基板の内面に設けられたカラーフィルタの上に
形成されており、前記電極よりも前側に、拡散層が設け
られていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示
素子。
【請求項３】前側の基板の内面に設けられた複数の色の
カラーフィルタの間に遮光膜が設けられるとともに、前
記遮光膜の内面に、反射膜が設けられていることを特徴
とする請求項１または２に記載の液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内面反射型の単
純マトリックス型液晶表示素子に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示素子には、単純マトリックス型
と、アクティブマトリックス型とがあり、構造および製
造工程が単純である単純マトリックス型の液晶表示素子
が小型の表示装置として広く用いられている。
【０００３】この単純マトリックス型の液晶表示素子と
しては、消費電力を低減するために照明用の光源を持た
ずに、その使用環境下に存在する光である外光を利用し
て反射表示を行なう反射型液晶表示素子があり、この反
射型液晶表示素子には、表示の観察側とは反対側の後側
基板の後側に反射板を配置した外面反射型の液晶表示素
子と、前記後側基板の内面に反射膜を設けた内面反射型
の液晶表示素子とが知られている。
【０００４】前記内面反射型の単純マトリックス型液晶
表示素子は、従来、後側基板の内面に一枚膜状の金属膜
からなる反射膜を設け、その上に絶縁層を介して電極を
設けた構成とされており、カラーフィルタを備えた液晶
表示素子では、前記反射膜の上にカラーフィルタを設け
て前記絶縁層とし、その上に前記電極を設けている。
【０００５】図３は従来の内面反射型単純マトリックス
液晶表示素子の一部分の断面図である。
【０００６】この液晶表示素子はカラーフィルタを備え
たものであり、液晶層１を挟んで対向する前後一対の基
板２，３のうち、一方の基板、例えば表示の観察側であ
る前側の基板２の内面に、行方向に沿う複数の走査電極
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４が設けられ、他方の後側基板３の内面に、列方向に沿
う複数の信号電極５が設けられている。
【０００７】さらに、前記後側基板３の内面には、一枚
膜状の金属膜からなる反射膜６が設けられるとともに、
その上に、前記複数の走査電極４と信号電極５とが互い
に対向する複数の画素領域にそれぞれ対応する複数の
色、例えば赤、緑、青の３色のカラーフィルタ７Ｒ，７
Ｇ，７Ｂと、拡散層９とが設けられており、前記信号電
極５は、前記カラーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，７Ｂと拡散層
９とからなる絶縁層の上に形成されている。
【０００８】なお、前記複数の色のカラーフィルタ７
Ｒ，７Ｇ，７Ｂの間には、これらのカラーフィルタ７
Ｒ，７Ｇ，７Ｂと同じ膜厚に形成された黒色顔料を混入
した樹脂膜からなる遮光膜８が設けられている。
【０００９】前記反射膜６は、前記後側基板３の基板面
に形成され、その上に前記カラーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，
７Ｂと拡散層９が重ねて形成されており、前記複数の信
号電極５は、前記拡散層９の上に形成されている。
【００１０】また、前記一対の基板２，３の最も内面に
はそれぞれ配向膜１０，１１が設けられており、前記液
晶層１の液晶分子は、それぞれの基板２，３の近傍にお
ける配向方向を前記配向膜１０，１１により規制され、
一対の基板２，３間において所定の初期配向状態に配向
している。
【００１１】なお、この液晶表示素子は、１枚の偏光板
を備えたＴＮ（ツイステッドネマティック）型のもので
あり、前記液晶層１の液晶分子を、一対の基板２，３間
において所定のツイスト角でツイスト配向させるととも
に、前記前側基板２の前側に、１枚の偏光板１２を、そ
の透過軸を所定の方向に向けて配置した構成となってい
る。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記のよう
に、後側基板３の内面に形成された反射膜６の上にカラ
ーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，７Ｂと拡散層９とを設け、その
上に電極５を形成した従来の液晶表示素子は、前記カラ
ーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，７Ｂおよび拡散層９の膜厚が極
く薄い（合計厚で１μｍ～３μｍ程度）ため、その成膜
時にピンホールやクラックが発生し、その上に形成され
る電極５が、前記ピンホールやクラック部分において前
記反射膜６と短絡してしまう。
【００１３】そして、前記反射膜６は、一枚膜状の金属
膜により形成されているため、前記カラーフィルタ７
Ｒ，７Ｇ，７Ｂと拡散層９の複数箇所にピンホールやク
ラックが発生すると、その部分の上の複数の電極５同士
が、前記反射膜６を介して短絡してしまう。
【００１４】そのため、従来の内面反射型単純マトリッ
クス液晶表示素子は、電極５同士の短絡による表示欠陥
の発生率が高く、したがって、歩留り良く製造すること
ができない。
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【００１５】この発明は、電極同士の短絡による表示欠
陥の発生を無くし、歩留り良く製造することができる内
面反射型の単純マトリックス液晶表示素子を提供するこ
とを目的としたものである。
【００１６】
【課題を解決するための手段】この発明の液晶表示素子
は、液晶層を挟んで対向する前後一対の基板の一方の内
面に、行方向に沿う複数の走査電極が設けられ、他方の
基板の内面に、列方向に沿う複数の信号電極が設けられ
るとともに、前記一対の基板のうち、表示の観察側であ
る前側の基板の内面に、前記複数の走査電極と前記複数
の信号電極とが互いに対向する複数の画素領域にそれぞ
れ対応させて複数の色のカラーフィルタが設けられ、前
記複数の走査電極と信号電極のうち、後側の基板の内面
に設けられる複数の電極がそれぞれ、光反射性金属膜に
より形成されていることを特徴とするものである。
【００１７】すなわち、この液晶表示素子は、カラーフ
ィルタを前側基板の内面に設け、後側基板の内面に設け
る複数の電極をそれぞれ、光反射性金属膜により形成す
ることにより、前記後側基板の内面の複数の電極に反射
膜を兼ねさせたものである。
【００１８】この液晶表示素子によれば、従来の内面反
射型単純マトリックス液晶表示素子のように後側基板の
内面に設けられた複数の電極同士が反射膜を介して短絡
することは無く、したがって、電極同士の短絡による表
示欠陥の発生を無くし、歩留り良く製造することができ
る。
【００１９】この発明の液晶表示素子は、上記のよう
に、カラーフィルタを前側基板の内面に設け、後側基板
の内面に設ける複数の電極をそれぞれ、光反射性金属膜
により形成してこの電極に反射膜を兼ねさせることによ
り、電極同士の短絡による表示欠陥の発生を無くし、歩
留り良く製造することができるようにしたものである。
【００２０】この発明の液晶表示素子において、前側の
基板の内面に設ける複数の電極は、前記基板の内面に設
けられたカラーフィルタの上に形成し、この電極よりも
前側に、拡散層を設けるのが好ましい。
【００２１】また、この液晶表示素子は、前記前側の基
板の内面に設けられた前記複数の色のカラーフィルタの
間に遮光膜を設けるとともに、前記遮光膜の内面に、反
射膜を設けた構成とするのが好ましい。
【００２２】
【発明の実施の形態】図１はこの発明の第１の実施例を
示す液晶表示素子の一部分の断面図である。
【００２３】この液晶表示素子は、内面反射型の単純マ
トリックス液晶表示素子であり、液晶層２１を挟んで対
向する前後一対の基板２２，２３のうち、一方の基板、
例えば表示の観察側である前側の基板２２の内面に、行
方向に沿う複数の走査電極２４が設けられ、他方の後側
基板２３の内面に、列方向に沿う複数の信号電極２５が
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設けられている。
【００２４】さらに、前側基板２２の内面には、前記複
数の走査電極２４と信号電極２５とが互いに対向する複
数の画素領域にそれぞれ対応させて複数の色、例えば
赤、緑、青の３色のカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２
６Ｂが設けられるとともに、その上に拡散層２８が設け
られており、前記複数の走査電極２４は、前記拡散層２
８の上に形成されている。
【００２５】なお、前記前側基板２２の内面に設けられ
た前記複数の色のカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６
Ｂの間、つまり複数の画素領域の間に対応する領域に
は、これらのカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂと
同じ膜厚に形成された黒色顔料を混入した樹脂膜からな
る遮光膜２７が設けられている。
【００２６】また、前記拡散層２８は、ガラスまたは樹
脂からなる拡散粒子を分散させた透明樹脂膜からなって
おり、前記カラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂと遮
光膜２７を覆って形成されている。
【００２７】さらに、前記一対の基板２２，２３はいず
れも、ガラス等からなる透明基板であり、また、前側基
板２２の内面に設けられた複数の走査電極２４は、ＩＴ
Ｏ等の透明導電膜からなる透明電極である。
【００２８】一方、前記後側基板２３の内面に設けられ
た複数の信号電極２５はそれぞれ、アルミニウム等の低
抵抗でしかも高い光反射性を有する金属膜により形成さ
れている。
【００２９】また、前記一対の基板２２，２３の最も内
面にはそれぞれ配向膜３０，３１が設けられており、前
記液晶層２１の液晶分子は、それぞれの基板２２，２３
の近傍における配向方向を前記配向膜３０，３１により
規制され、一対の基板２２，２３間において所定の初期
配向状態に配向している。
【００３０】そして、前記一対の基板２２，２３は、そ
の周縁部において図示しない枠状のシール材を介して接
合されており、これらの基板２２，２３間の前記シール
材により囲まれた領域に液晶層２１が設けられている。
【００３１】この実施例の液晶表示素子は、１枚の偏光
板３２を備えたＴＮ型のものであり、前記液晶層２１の
液晶分子を、一対の基板２２，２３間において所定のツ
イスト角でツイスト配向させるとともに、前記前側基板
２２の前側に、１枚の偏光板３２を、その透過軸を所定
の方向に向けて配置した構成となっている。
【００３２】この液晶表示素子は、外光を利用する反射
表示を行なうものであり、表示の観察側である前側から
入射した外光は、図１に矢線で示したように、偏光板３
２により直線偏光光とされ、さらに、前側基板２２の内
面に設けられたカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂ
により着色光とされるとともに、拡散層２８により拡散
されて液晶層２１に入射する。
【００３３】前記液晶層２１に入射した光は、電極２
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４，２５間に印加される電圧により変化する液晶分子の
配向状態に応じた液晶の複屈折作用を受けて後側基板２
３の内面に設けられた金属膜からなる複数の信号電極２
５に入射し、これらの信号電極２５により反射される。
【００３４】前記信号電極２５により反射された反射光
は、前記液晶層２１を再び透過して前記拡散層２８によ
り拡散され、前記カラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６
Ｂを透過して前記偏光板３２に入射し、その光のうち、
前記偏光板３２の吸収軸に沿った偏光成分の光がこの偏
光板３２により吸収され、前記偏光板３２の透過軸に沿
った偏光成分の光が、この偏光板３２を透過して画像光
となって前側に出射する。
【００３５】この液晶表示素子は、カラーフィルタ２６
Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂを前側基板２２の内面に設け、後側
基板２３の内面に設ける複数の信号電極２５をそれぞ
れ、光反射性金属膜により形成することにより、前記後
側基板２３の内面の複数の信号電極２５に反射膜を兼ね
させたものであるため、従来の内面反射型単純マトリッ
クス液晶表示素子のように、後側基板の内面に設けられ
た複数の電極同士が反射膜を介して短絡することは無
い。
【００３６】したがって、この液晶表示素子によれば、
電極同士の短絡による表示欠陥の発生を無くし、歩留り
良く製造することができる。
【００３７】しかも、この液晶表示素子は、前記後側基
２３の内面の複数の信号電極２５を金属膜で形成してい
るため、前記信号電極２５およびそのリード部（図示せ
ず）の電気抵抗を小さくすることができる。
【００３８】また、この実施例では、前側基板２２の内
面にカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂと拡散層２
８を設け、前記拡散層２８の上に、前記前側基板２２の
内面に設ける複数の信号電極２５を形成しているため、
前記走査電極２４と後側基板２３の内面の信号電極２５
との間に印加される電圧を、前記カラーフィルタ２６
Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂおよび拡散層２８により降下させる
ことなく液晶層２１に印加することができる。
【００３９】さらに、この実施例では、前側から入射
し、後側基板２３の内面において前記信号電極２５によ
り反射されて前側に出射する光を、前記拡散層２８によ
り拡散させるようにしているため、表示の観察者の顔等
が金属膜からなる信号電極２５面に映って見える、いわ
ゆる外景の移り込みを防止するとともに、表示の視野角
を広くすることができる。
【００４０】なお、上記実施例では、前記拡散層２８を
カラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂと複数の走査電
極２４との間に設けているが、前記拡散層２８は、前側
基板２２の内面に設けられた走査電極２４よりも前側で
あれば、前側基板２２とカラーフィルタ２６Ｒ，２６
Ｇ，２６Ｂとの間、または前側基板２２と偏光板３２と
の間に設けてもよい。
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【００４１】図２はこの発明の第２の実施例を示す液晶
表示素子の一部分の断面図であり、この実施例の液晶表
示素子は、後側基板２３の内面に設けられた複数の信号
電極２５を光反射性金属膜により形成するとともに、前
側基板２２の内面に設けられた複数の色のカラーフィル
タ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂの間に設けられた樹脂膜から
なる遮光膜２７を、前記カラーフィルタ２６Ｒ，２６
Ｇ，２６Ｂの厚さよりも若干薄く形成し、前記遮光膜２
７の内面に、その全体にわたって、アルミニウム等の高
い光反射性を有する金属膜からなる反射膜２９を、前記
カラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂの内面と面一に
なるように形成し、さらに、前記前側基板２２の前側と
後側基板２３の後側とにそれぞれ偏光板３２，３３を配
置したものである。
【００４２】なお、この実施例の液晶表示素子は、前側
基板２２の内面に設けられた複数のカラーフィルタ２６
Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂの間に前記反射膜２９を設け、後側
基板２３の後側に後側偏光板３３を配置したものである
が、他の構成は第１の実施例の液晶表示素子と同じであ
るから、重複する説明は図に同符号を付して省略する。
【００４３】この液晶表示素子は、前側基板２２の内面
の複数の色のカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂの
間の遮光膜２７の内面に反射膜２９を設けるとともに、
後側基板２３の後側に後側偏光板３３を配置したもので
あるため、外光を利用する反射表示だけでなく、この液
晶表示素子の背後（後側偏光板３３の背後）に図に仮想
線（二点鎖線）で示したように面光源３４を配置するこ
とにより、前記面光源３４からの照明光を利用する透過
表示も行なうことができる。  すなわち、この液晶表示
素子は、充分な明るさの外光が得られる環境下では、上
述した第１の実施例の液晶表示装置と同様に外光を利用
する反射表示を行なうものであり、この反射型表示のと
きは、図２に矢線で示したように、観察側である前側か
ら入射した光を、後側基板２３の内面に設けられた金属
膜からなる複数の信号電極２５により反射し、その反射
光のうち、前側の偏光板３２を透過した画像光を前側に
出射する。
【００４４】また、この液晶表示素子は、充分な明るさ
の外光が得られないときには前記面光源３４からの照明
光を利用する透過表示を行なうものであり、前記面光源
３４は、透過表示を行なうときに点灯される。
【００４５】この透過表示のときは、図２に破矢線で示
したように、前記面光源３４から出射し、液晶表示素子
にその後側から入射した照明光が、後側偏光板３３によ
り直線偏光光とされ、その光のうち、複数の画素領域の
間の領域に向かう光が、後側基板２３の内面に設けられ
た金属膜からなる複数の信号電極２５の間の領域を通っ
て液晶層２１に入射する。
【００４６】この入射光は、液晶層２１を透過して拡散
層２８により拡散され、前側基板２２の内面の複数の色
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7
のカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂの間（複数の
画素領域の間の領域）に設けられた前記反射膜２９によ
り反射される。
【００４７】なお、前記面光源３４は、液晶表示素子の
基板２２，２３面に対して垂直な方向に照明光を出射す
るものが好ましく、このような指向性をもった面光源を
用いることにより、前記複数の信号電極２５の間の領域
に入射した光を、効率良く前記反射膜２９に入射させて
後側に反射することができる。
【００４８】前記反射膜２９により後側に反射された光
は、前記拡散層２８によりさらに拡散されて前記反射膜
２９に隣接する画素領域内に入り、再び液晶層２１を透
過して後側基板２３の内面に設けられた金属膜からなる
複数の信号電極２５に入射し、これらの信号電極２５に
より前側に反射される。
【００４９】前記信号電極２５により前側に反射された
光は、再び液晶層２１を透過して前記拡散層２８により
拡散され、さらにカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６
Ｂにより着色光とされて前側の偏光板３２に入射し、そ
の光のうち、前記偏光板３２の吸収軸に沿った偏光成分
の光がこの偏光板３２により吸収され、前記偏光板３２
の透過軸に沿った偏光成分の光が、この偏光板３２を透
過して画像光となって前側に出射する。
【００５０】このように、この実施例の液晶表示素子
は、外光を利用する反射表示と、前記面光源３４からの
照明光を利用する透過表示との両方の表示を行なうこと
ができる。
【００５１】ただし、この実施例の液晶表示素子は、前
側基板２２の内面に設けられた複数の色のカラーフィル
タ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂの間の遮光膜２７の内面に金
属膜からなる反射膜２９を設け、前記カラーフィルタ２
６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂおよび反射膜２９を覆って設けら
れた拡散層（ガラスまたは樹脂からなる拡散粒子を分散
させた透明樹脂膜）２８の上に複数の走査電極２４を形
成しているため、前記拡散層２８の前記反射膜２９上の
部分にピンホールやクラックが発生すると、その部分に
おいて前記走査電極２４が反射膜２９と短絡する。
【００５２】しかし、前記反射膜２９の幅、つまり複数
の色のカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂの間隔
は、１０～２０μｍ程度と極く狭いため、前記拡散層２
８の前記反射膜２９上の部分にピンホールやクラックが
発生する確率は低く、したがって、複数の走査電極２４
同士が前記反射膜２９を介して短絡することによる表示
欠陥の発生を無くし、歩留り良く製造することができ
る。
【００５３】なお、この実施例では、前側基板２２の内
面の複数の色のカラーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂ
の間に設けられた遮光膜２７の内面に、その全体にわた
って前記反射膜２９を設けているが、前記反射膜２９
は、前記複数の走査電極２４の間に対応する部分を欠落
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させて間欠的に形成してもよく、このように前記反射膜
２９を形成することにより、複数の走査電極２４同士が
前記反射膜２９を介して短絡するのを確実に防ぐことが
できる。
【００５４】このように、前記反射膜２９を前記複数の
走査電極２４の間に対応する部分を欠落させて間欠的に
形成する場合、前記拡散層２８は、前側基板２２とカラ
ーフィルタ２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂとの間、または前側
基板２２と偏光板３２との間に設けてもよい。
【００５５】また、上記第１および第２の実施例では、
前側基板２２の内面に走査電極２４を設け、後側基板２
３の内面に信号電極２５を設けているが、それと逆に、
前側基板の内面に信号電極を設け、後側基板の内面に走
査電極を設けてもよく、その場合は、前側基板の内面の
信号電極を透明導電膜により形成し、後側基板の内面の
走査電極を、光反射性金属膜により形成して、この走査
電極に反射膜を兼ねさせればよい。
【００５６】さらに、上記第１および第２の実施例の内
面反射型単純マトリックス液晶表示素子は、ＴＮ型のも
のであるが、この発明は、液晶分子を１８０～２７０度
（通常は２３０～２６０度）のツイスト角でツイスト配
向させたＳＴＮ（スーパーツイステッドネマティック）
型や、液晶分子を一方向に沿わせてホモジニアス配向さ
せたホモジニアス配向型の内面反射型単純マトリックス
液晶表示素子にも、また強誘電性または反強誘電性液晶
を用いた内面反射型単純マトリックス液晶表示素子等に
も適用することができる。
【００５７】
【発明の効果】この発明の液晶表示素子は、カラーフィ
ルタを前側基板の内面に設け、後側基板の内面に設ける
複数の電極をそれぞれ、光反射性金属膜により形成して
この電極に反射膜を兼ねさせたものであるため、電極同
士の短絡による表示欠陥の発生を無くし、歩留り良く製
造することができる。
【００５８】この発明の液晶表示素子においては、前側
の基板の内面に設けられた複数の電極よりも前側に、拡
散層を設けるのが好ましい。
【００５９】また、この液晶表示素子は、前記前側基板
の内面に前記複数の画素領域にそれぞれ対応させて設け
られた前記複数の色のカラーフィルタの間に遮光膜を設
けるとともに、前記遮光膜の内面に、反射膜を設けた構
成とするのが好ましい。
【００６０】この発明の液晶表示素子において、前側基
板の内面に設ける複数の電極複数の電極は、前記基板の
内面に設けられたカラーフィルタの上に形成し、この電
極よりも前側に拡散層を設けるのが好ましく、このよう
にすることにより、前記電極と後側基板の内面に設けら
れた電極との間に印加される電圧を、前記カラーフィル
タおよび拡散層により降下させることなく液晶層に印加
することができるとともに、前記拡散層により透過光を
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拡散させて外景の移り込みを防止し、また表示の視野角
を広くすることができる。
【００６１】また、この液晶表示素子は、前側基板の内
面に設けられた複数の色のカラーフィルタの間に遮光膜
を設けるとともに、前記遮光膜の内面に反射膜を設けた
構成とするのが好ましく、このようにすることにより、
外光を利用する反射表示だけでなく、この液晶表示素子
の背後に面光源を配置することにより、前記面光源から
の照明光を利用する透過表示も行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例を示す液晶表示素子の
一部分の断面図。
【図２】この発明の第２の実施例を示す液晶表示素子の*
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*一部分の断面図。
【図３】従来の内面反射型単純マトリックス液晶表示素
子の一部分の断面図。
【符号の説明】
２１…液晶層
２２，２３…基板
２４…走査電極
２５…信号電極
２６Ｒ，２６Ｇ，２６Ｂ…カラーフィルタ
２７…遮光膜
２８…拡散層
２９…反射膜
３２，３３…偏光板

【図１】 【図２】

【図３】
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